
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

長期間供用されたコンクリート水路の劣化 

 長期間水と接触するという特殊な環境にあるコンクリート水路の劣化現象を，EPMA※1）を用いた
分析により解明しました。また，この劣化現象を再現し，補修材料との付着性能を検証しました。 

 コンクリート水路は，長期間水と接触したり，乾湿繰
り返しを受ける環境にありますが，このような環境
下での劣化をミクロに分析した事例はごく一部しか
ありませんでした。 

 補修材料とコンクリート水路との付着強度が得られ
ない，という問題が多数報告されています。 

 コンクリート水路表面が弱い水流で摩耗するメカニ
ズムは，明確に解明されていません。 

研究のポイント 

 EPMAによってコンクリート水路から採
取したコアの深さ方向の劣化状況を
調べた結果，カルシウム成分の溶脱，
硫黄の濃縮が確認されました。 

 電気泳動の原理を用いて人工的にカ
ルシウムを溶脱させたモルタル供試
体を作成し，補修材料との付着強度を
測定した結果，健全なモルタル供試体
と比較して約1N/mm2付着強度が低
下することが分かりました。 

 

採取したコンクリートコアの分析範囲 
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採取したコンクリートコア 

断面図 
10mm 切出供試体 

50mm 

 カルシウム溶脱モルタルを気中凍結水中融
解による凍結融解試験に供した結果，カルシ
ウム溶脱面からのスケーリング（逐次崩壊）
が生じました。このことから，カルシウム溶脱
により，耐凍結融解抵抗性が小さくなることが
分かりました。 

 以上の結果より，長期間水と接触するコンク
リート表面では，セメント硬化体を構成するカ
ルシウムが溶脱し，これに伴い，様々な劣化
が促進されやすいことが分かりました。 

EPMAによる分析結果（左：カルシウムCa，右：硫黄S） 
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付着強度試験結果 

※1）EPMA：電子線マイクロアナライザー（Electron 

Probe Micro Analyzer）の略で，供試体表面に電
子線を照射したときに発生する特性X線を調べるこ
とにより，構成元素を同定する手法 

付着試験の概要 


